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2019年度北角会長のもとで大活躍を果たした委員長（副委員長）の皆さんに、一年を振り返っていた
だきました！今号の3月号はその前半です！どうぞご覧ください！

「2019年度委員会を振り返って…」

ビジネス交流委員会　杉 野 将 之 委員長
ビジネス交流委員会は５

月度例会を担当いたしまし
た。2019年度総会後の最
初の例会ということもあり、
原点に立ち返ってＹＥＧの良
さや存在意義についてメン
バーに考えてもらおうとの
思いから、日本ＹＥＧ直前会
長の内田茂伸氏に講演していただきました。講演
を聴いてＹＥＧの活動意義を再認識してもらうこ
とで、よりＹＥＧ活動に積極的に参加するように
なることが目的でした。その後の委員会の活動と
しては、北大阪ＹＥＧの全メンバーに対してそれ
ぞれのメンバーの仕事内容を知ってもらうという
ことに焦点を置きました。具体的には、１つは北
大阪写真館を活用しての企業紹介です。実際にメ
ンバーの会社を訪問し、写真や動画を使って会社
を紹介するという手法です。もう１つはビジネス
交流会で、こちらはメンバーへ事前にヒアリング
シートという自社紹介シートを作成して持参いた
だき、少人数のグループに分かれて自社ＰＲを行
う会であります。こうした活動でビジネス交流会
はメンバーの皆様のビジネス交流がより活発にな
るよう活動して参りました。

会員拡大親睦委員会　吉 村 健 二 副委員長
「委員長代理をお願いし

たいのだけど‥」10月17日
夜、室長から突然告げられ
た言葉に、その時私は茫然
となっていました。会員拡
大親睦委員会の副委員長の
吉村です。今年度は皆様の
尽力がありまして、無事拡
大計画を達成することができ、誠にありがとうご
ざいました。さて、我々の委員会は会員拡大以外

に「親睦」を軸に事業を行っていますが、冒頭の
やりとりは「12月度クリスマス例会」審議前の
出来事です。繁忙期でもあり依頼をお断りしても
よかったのですが、自分の中でいつも二つのルー
ルがあり「引受けたからにはちゃんとやるか、や
らないか」の二択、また「迷った時は、たいへん
な道を選ぶ」。結論的には感覚だけで承諾させて
いただきました。それからの１か月半は、室長・
副会長の全面サポートの下で「委員会開催」「下
見」「リハ」そして「本番」を終えることができ
ました。突発的な状況でしたが、委員会メンバー
とは一つの目標を共有することができ、一体感を
持てたことが何よりの経験、糧にできました。ま
た改めて感じたのが、YEGの環境が自分の成長
に活用できたにも拘らず、十分に活かせていな
かったなと感じました。不測の事態ではありまし
たが、自分にとっては貴重な経験をさせていただ
き、また会の理事の皆様にも親身に助けていただ
き、ありがとうございました。

人財育成研修委員会　富山源太郎 委員長
私たち人財育成研修委員

会（以下、当委員会）が担当
する６つの事業を全て無事
に終えることができました。
ご協力いただきました田中
豪副会長、加藤室長はじめ
３名の副委員長の皆様、委
員会メンバーの皆様、そして、
北大阪YEGメンバーおよび関係諸団体の皆様に厚
く御礼申し上げます。当委員会が担当した７月度

（公開）例会では講師として、明治天皇の玄孫であ
り作家の竹田恒泰先生をお招きし、外部の方も含
め恐らく北大阪YEG史上過去最高となる284名
の方にご出席いただきました。当委員会メンバー
の中には、竹田先生の講演を聞くことができず運
営に尽力してくれたメンバーが多数おり、本当に
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感謝しております。そして、例年１回開催して
いた新入会員オリエンテーションをフォロー体制強
化の為に今年度は４回開催し、総勢のべ182名の
方にご出席いただきました。毎回の設えを工夫し、
理事会見学や新しい取組みとしてチャレンジした
野外バーベキュー会場での開催などを行いました。

最後になりますが、私が一番嬉しかったことは
当委員会から次年度理事（委員長）と副委員長を輩
出できたことです。彼らの成長を切に願います。

総務委員会　古 賀 　 萌 委員長
フロアメンバーの時や副委

員長の時とは全く違う、委
員長としての立場でＹＥＧを
見ることで、大きく視野が
広がった１年でした。委員
長事業計画の作成・理事会
進行の仕方‥事務局や定時
総会を担う総務委員会は戸
惑う間もなく同時進行で提案書作成が始まります。
年が明けメンバー配属が行われると、それぞれど
んな個性をお持ちの方なのか？ＮＥＷメンバーの
割合が多い中、気兼ねせずに委員会や事業に参加
していただくには？副委員長さんにうまく伝える
にはどう工夫すれば？今まで言葉を交わす機会が
あまりなく、初めて同じ委員会になった方が約２
/３という状態で、足りない自分なりに考えなが
ら進んできました。結果は‥気心が知れたメン
バーとは違った新たな交流がうまれました。今年
度より事業に加わった部内報（アグロス）は、北大
阪ＹＥＧの既存メンバーの為だけのものではなく、
これから入会を検討される入会ＰＲツールとして
の位置づけも持たせました。委員会メンバーが各
グループに分かれて頁を担当し、一丸となって作
り上げたことで、さらに交流が深まったのではな
いかと感じています。この１年、至らない私を支

えてくれた副会長・室長・３人の副委員長と委員
会メンバーに感謝しかありません！委員会は委員
会メンバーあってのもの。みんながいてくれて成
り立った総務委員会です、本当にありがとうござ
いました！

全国会長研修会準備委員会　亀岡健太郎 委員長
当委員会は令和４年に開催される日本ＹＥＧ 第

40回全国会長研修会を招致
すべく設置され、今年は全国
会長研修会（以下ＺＫＫ）招致
に関わる書類作成の他、北大
阪メンバーがＺＫＫに興味を
持ち、知識を得るために活動
しました。

６月度例会はＺＫＫ招致の
キックオフ事業とし、八木早希さんを迎えて開
催しました。ＺＫＫの基礎情報をワイドショー仕
立てでお伝えし、この地域の魅力やＺＫＫ招致の
メリットをワイワイと語り合う場となりました。
同じく６月、茨城県土浦市での第39回候補地現
地視察に参加。土浦ＹＥＧの熱気あふれるプレゼ
ンテーションとおもてなしを体感し、ＺＫＫ招致
に向けての気持ちが高まりました。そして11月、
第37回全国会長研修会「信濃の國ながの会議」
には総勢32名で参加。我々のＺＫＫ招致に対する
熱意を全国にアピールするとともに、本番ならで
はの空気を共有しました。令和２年６月にはこの
北大阪で現地視察を迎えます。次年度にスムーズ
に引き継ぐべく、しっかりした準備を行います。

皆様、ありがとうございました！そしてお疲れ
様でした！次号４月号は「委員会を振り返って」
の後半をお届けいたします～！


